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研究成果の概要（和文）：健康寿命の短縮は、QOLの低下だけでなく、社会経済的影響においても深刻な問題で
ある。成人ではリアルワールドデータを活用した科学的エビデンスの創出が進む一方で、高齢者領域では研究実
施に多くの障害があり、データ構築/分析が大きく遅れている。実際の現場診療実務者の医学的評価に基づい
た、正確なアウトカム判定と組み合わせることで、介護分析に特化したリアルワールドデータベースを構築す
る。同データを長期縦断的に解析することで、従来の断面データや個別コホートの検討では得られない、「個別
化予防・個別化指導」の現場実践を容易にするための科学的エビデンスを創出する。

研究成果の概要（英文）：Shorter healthy life expectancy is a serious problem not only in terms of 
reduced quality of life but also in terms of socioeconomic impact. While progress is being made in 
generating scientific evidence using real-world data in adults, there are many obstacles to 
conducting research in the area of the elderly, and data construction/analysis has lagged far 
behind. We will build a real-world database specialized for nursing care analysis by combining it 
with accurate outcome determinations based on medical evaluations by actual practitioners in the 
field. Longitudinal analysis of the data will generate scientific evidence to facilitate on-site 
practice of “individualized prevention and guidance,” which cannot be obtained from conventional 
cross-sectional data or individual cohort studies.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回、95％以上の正確性をもつ独自システムを用いた診療内容の医学的評価を基盤とした手法から、心筋梗塞、
心不全、脳卒中、腎透析、下肢切断、失明、骨折、認知症の発生状況を判定する100万人を超えるデータベース
の構築に取り組み、一部に関してはデータベース基盤を確立した。そのデータを用い、動脈硬化性疾患のリスク
因子の解明を含め、多くの成果を報告した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
健康寿命（自立して健康に暮らせる期間）の短縮は、QOL の低下だけでなく、社会経済的影
響においても深刻な問題である。要介護状態は、健康寿命の終焉を示す指標の一つであり、リス
ク因子の解明と個人レベルでの予防は急務である。成人では、リアルワールドデータを活用した
科学的エビデンスの創出が進む一方で、高齢者領域では研究実施に多くの障害があり、データ構
築/分析が大きく遅れている。実際の現場診療実務者の医学的評価に基づいた、正確なアウトカ
ム判定と組み合わせることで、介護分析に特化したリアルワールドデータベースを構築する。同
データを長期縦断的に解析することで、従来の断面データや個別コホートの検討では得られな
い、「個別化予防・個別化指導」の現場実践を容易にするための科学的エビデンスを創出する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の特色は、介護発症/重症化予防に直結するリスク要因を、次の (1)～(4)の条件を満た
す独創的な研究手法と体制により、信頼できる科学的エビデンスとして樹立することである。こ
れにより、たとえば、これまでに例がないほど大規模かつ長期間/縦断的に、わが国における介
護の実態とリスクを明らかにすることができる。匿名化した上で収集された薬剤情報を含む膨
大なレセプト情報、臨床指標（血液検査/生活習慣調査）、介護要因並びに増悪の情報を含む介護
保険情報を連結可能匿名化し、10年にわたり個人突合することにより、どのような要因（食事・
運動習慣）や条件を持つ人が、健康寿命短縮する重大イベント（心筋梗塞、心不全、脳卒中、認
知症、骨折など）を発症し、要介護状態に至り、重症化に至るのかを分析可能なデータベースを
構築する。 
 
３．研究の方法 
 
これまでの研究では、請求に使われた病名（保険病名）がそのまま使用されていたが、現場診
療では、検査の必要上などから、確実な診断がつく前に病名を付けたり、実施した検査とつじつ
まを合わせるために疑い例や軽症例でも病名を付けたりすることがよくあるため、真の疾患発
症を正確に把握できない (例：糖尿病患者、非糖尿病患者を特定するには、糖尿病治療薬の使用、
栄養指導、健診結果の情報を実際の臨床現場の情報と照らし合わせて検討し、未受診者の糖尿病
患者、新規発症、治療中断者を正しく分類する必要がある。) 
レセプトデータには診療行為がコード化されて記載されている。そこで各疾患に関して個別
に、実際の診療現場で使用される診療行為コードを、経験のある専門家（代謝内科医・循環器内
科医・眼科医・管理栄養士・理学療法士）の知識を利用し特定する。同時に、診療報酬点数表か
らも疾患発生に使用される診療行為を特定する。例えば、虚血性心疾患に関しては、病名（狭心
症や心筋梗塞）ではなく、実際のカテーテル治療や、バイパス手術に相当するコードを使用する。
同様に、実際の診療内容に基づき、心不全、脳卒中、腎不全、眼疾患、骨折、認知症、介護に代
表されるアウトカムを定義する。実際にカルテレビューを行うことで、バリデーションを行い、
感度、特異度、陽性的中度、陰性的中度を算出する。そこで作成された定義を活用したリアルワ
ールドデータにおける血管合併症リスクの検討の定義を日本全国から成る 50万人のデータに反
映させ、細小/大血管合併症、骨折、認知症の発生頻度を算出し、それぞれのイベントに対して、
糖尿病をはじめとした各耐糖能ごとのリスク因子の検討、及び 1次、2次予防に層別化した際の
リスク因子の分析を行う。地域を限定し、レセプト・健診情報・介護発症の情報を収集する。上
記と同様の手法を用いることで、1）介護の発症及び進展リスクの検討、2）介護発症および増悪
を予測するリスクスコアの作成、3）機械学習を用いた介護発症の予測モデルの作成と検証、を
行う。 
 
４．研究成果 
 健康寿命の終焉の代替指標のひとつである介護発生において、健診・レセプト・介護保険情報
を 1万人規模で統合した地域住民コホート研究を主導し、加齢、BMI低値、定期的な運動習慣が
ないこと、糖尿病が介護発症のリスク因子であることを示し、耐糖能によらず、定期的な運動習
慣がないことで介護リスクが上昇することを明らかとしており、それを発展させ、要介護リスク
が高いとされる BMI が低い集団でも、歩行速度が速い人は要介護になるリスクが低いことを明
らかとした。日本を代表する疫学コホートである NIPPON DATA80、EPOCH-JAPANにおいて、
血圧水準の上昇に伴い循環器疾患死亡リスクが順次上昇することが報告されてきたが、近年の
日本全国から収集した健康診断とレセプトデータの統合解析を行い、正常耐糖能、耐糖能障害に
おいても、軽度の血圧水準の上昇（収縮期血圧≧120 mmHg）に伴い冠動脈疾患・脳血管疾患リ
スクが段階的に増加する関係を明らかとした。小児領域では、心肺持久力、筋力が低下すること
で心血管代謝異常リスクが相乗的に増加することを示した。 
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